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１．目的 

 ＮＴＴ西日本においては、平成 23 年 3 月の東日本大震災を機に、通信設備を管理する企業の責務として、

従前より一層厳しい視点に立ち、設備の防災対策に取り組んでいる．この取り組みは、「防災 3ヶ年計画」と

称し 26 年度末までに、重要ルートにおける信頼性向上を計画的に実現しようとするものである．本稿は、こ

のうち既設とう道から河川を下越した中口径推進における口径拡大施工実績について報告する． 

２．推進工事の概要 

 本工事は通信用設備管路の新設工事であり、二級河川岩田川を横断する区間である.本工事の中口径推進工

法については、河川下越し区間の実績も豊富なエースモール DL 工法を採用することとした．なお、推進工事

の特徴としては、計画河床との離隔を 5.0m 以上確保し、発進立抗から到達立抗へは 0.5％の緩やかな下り勾

配、推進区間の土質は、Ｎ=15～20 の砂質土であった． 

 工事場所： 三重県津市丸の内～津市岩田地内 

 工  期： 平成 25 年 12 月～平成 26 年 10 月 

 工事内容： ① エースモール DL-70Ｃ推進工（SPφ900mm、L=101.4m） ② 内管布設工(VP 管 55 条） 

 ③ 立抗新設(1 基) ④ 開削とう道新設(1 カ所) ⑤ 薬液注入工(54kl) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－1 全体平面図 

図－2 推進区間縦断図 
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